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§１．研究成果の概要 

 

本研究は，高周波減衰特性などの周波数領域での挙動がある程度既知であるとして，対象システ

ムのデータ駆動モデリングにその知識を利用する方法を検討するものである．特に 2020 年度は，

対象システムの高周波減衰の速度が既知として（＝背後にある微分方程式の相対次数が既知とし

て）正則化項を設計する手法と，更に正則化最小二乗法を高速に解く方法を提案した．特に後者

は，時間領域での正則化の場合にも拡張できることが明らかとなり，現在国際学会へ投稿中であ

る．また，時間領域・周波数領域の事前知識を同時に適用した場合の性能向上についても検証

し，国際学会で結果を発表した．結論として，時間領域のみ・周波数領域のみの場合に比べ，両

方の事前知識を用いる方が精度は向上することが明らかになった． 
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